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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

はじめに

平成２６年６月６日の新潟県プレスリリース「フィルタベント設備の検討
のための事故想定について」において、以下のケースについて放射性
物質の拡散シミュレーションを実施する旨公表
技術委員会で決定したフィルタベントを用いる３つのケース（２５時間後ベント、１８

時間後ベント、６時間後ベント）

比較のための参考として格納容器が破損しフィルタベント設備を通さずに放出さ
れるケース

これら４つの各ケースについて、環境中に放出される放射性物質の放
出のメカニズム、及び放射性物質放出量評価方法について今回説明
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

希ガスの挙動について（LOCA 25時間後ベントケース）

①炉心損傷に伴い，原子炉圧力容器から格納容器内に希ガスが放出①炉心損傷に伴い，原子炉圧力容器から格納容器内に希ガスが放出
②②希ガスは格納容器内とフィルタ装置で除去されずに全量が環境中に放出希ガスは格納容器内とフィルタ装置で除去されずに全量が環境中に放出

②②フィルタ装置で除去されずフィルタ装置で除去されず

①格納容器中に希ガス
が放出

配管破断

②②格納容器内で除去されず格納容器内で除去されず

②環境中に全量放出

・①に対し時間減衰を考慮
・よう素からの壊変により発生する

キセノンを考慮
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

セシウムの挙動について（LOCA 25時間後ベントケース）

①炉心損傷に伴い，原子炉圧力容器から格納容器内にセシウムが放出①炉心損傷に伴い，原子炉圧力容器から格納容器内にセシウムが放出
②セシウムは格納容器内で除去され，フィルタ装置で更に除去された後に環境中に放出②セシウムは格納容器内で除去され，フィルタ装置で更に除去された後に環境中に放出

①格納容器中にセシウム
が放出

配管破断

②サプレッションプールで除去②サプレッションプールで除去

②②
沈着沈着

②②フィルタ装置で除去フィルタ装置で除去

②環境中に放出

（①に比べ極少量）

②スプレイ②スプレイ
による除去による除去
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

よう素の挙動について（LOCA 25時間後ベントケース）

①炉心損傷に伴い，原子炉圧力容器から格納容器内に粒子状①炉心損傷に伴い，原子炉圧力容器から格納容器内に粒子状ようよう素と無機素と無機ようよう素が放出素が放出
②粒子状②粒子状ようよう素と無機素と無機ようよう素は格納容器内で除去され，空間部に浮遊するよう素は急速に除去素は格納容器内で除去され，空間部に浮遊するよう素は急速に除去

配管破断

②②サプレッションプールで除去サプレッションプールで除去

②②
沈着沈着

※１ NUREG-1465

粒子状（CsI）：95%以上 無機（I2）：最大5%
（有機（CH3I）：0%）

①よう素の化学形態※１
②格納容器内に放出された粒子状よう素

及び無機よう素は空間部から急速に
除去される

（格納容器内をアルカリ性（pH7以上）にする
ことで，無機よう素I2はよう素イオンI-に変
換し水中に溶解）

②スプレイ②スプレイ
による除去による除去
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

よう素の挙動について（LOCA 25時間後ベントケース）

③格納容器中に除去されず残って浮遊する無機③格納容器中に除去されず残って浮遊する無機ようよう素（素（II22）のうち最大３％が有機）のうち最大３％が有機ようよう素（素（CHCH33II）に変換）に変換※１

④有機④有機ようよう素は格納容器内とフィルタ装置で除去されずにそのまま環境中に放出素は格納容器内とフィルタ装置で除去されずにそのまま環境中に放出

④有機④有機ようよう素はフィルタ装置で除去されず素はフィルタ装置で除去されず

配管破断

③I-とならず残った無機よう素I2
のうち一部が有機よう素CH3I

に変換

II22 →→ CHCH33II

④④有機有機ようよう素は格納容器内で除去されず素は格納容器内で除去されず

※１ NUREG-1465

ただし，NUREG-1465の参照元の
NUREG/CR-5732によればpHを
7以上にした場合，BWRでは無機・
有機よう素発生量は実質的にゼロ
となる

④環境中に放出

・粒子状，無機よう素：極少量

・有機よう素：
③で生成された量と同量

5



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

よう素の挙動について（LOCA 25時間後ベントケース）

①①
格納容器内放出直後

格納容器内で格納容器内で

急速に除去急速に除去

粒子状粒子状ようよう素：素：95%95%以上以上

無機無機ようよう素：素：55%%以下以下

（（NUREGNUREG--1465)1465)

有機有機ようよう素生成：素生成：

格納容器内に浮遊する無機格納容器内に浮遊する無機ようよう素の３％分発生素の３％分発生
（（NUREGNUREG--1465)1465)

無機無機ようよう素素

粒子状粒子状
よう素よう素

②②
格納容器内除去後

④④--11
フィルタ装置への

流入量

④④--22
環境中へ

の放出量

③③
有機よう素生成後

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ
通過通過

フィルタ装置フィルタ装置
通過通過

無機無機ようよう素素
無機無機ようよう素素

粒子状粒子状
よう素よう素

粒子状粒子状
よう素よう素

有機有機ようよう素素

有機有機ようよう素素

有機有機ようよう素素

粒子状粒子状
よう素よう素

有機有機ようよう素：素：

除去されず環境中へ放出除去されず環境中へ放出

NUREGNUREG--14651465の参照元であるの参照元であるNUREG/CRNUREG/CR--57325732では，では，格納容器内をアルカリ性（格納容器内をアルカリ性（pH7pH7以上）にした場合以上）にした場合BWRBWRで有機・で有機・
無機無機ようよう素の発生量は実質的にゼロとしている素の発生量は実質的にゼロとしている

今回の有機今回の有機ようよう素放出量評価では，素放出量評価では，NUREGNUREG--14651465の知見を活用し，発生量をゼロとはせず保守的に評価の知見を活用し，発生量をゼロとはせず保守的に評価

実質的に発生量はゼロだが、保守的実質的に発生量はゼロだが、保守的
に粒子状のに粒子状の5%5%分は無機分は無機ようよう素とし素とし
て残って浮遊しているものと想定て残って浮遊しているものと想定
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

有機よう素放出量評価方法（LOCA 25時間後ベントケース）

①①
格納容器内放出直後

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ
通過

②②
格納容器内除去後

④④--11
フィルタ装置への

流入量

④④--22
環境中へ

の放出量

フィルタ装置
通過

③③
有機よう素生成後

無機無機ようよう素素

粒子状粒子状
よう素よう素

有機有機ようよう素素

QQ11××DFDFSPSP××0.150.15/100/100

有機有機ようよう素素

有機有機ようよう素素

粒子状粒子状
よう素よう素

QQ11

有機よう素：

除去されず環境中へ放出

QQ11：シビアアクシデント解析：シビアアクシデント解析
コードのアウトプットコードのアウトプット

（粒子状のみモデル化）（粒子状のみモデル化）

粒子状よう素：95%以上

無機よう素：5%以下

（NUREG-1465)

粒子状粒子状
よう素よう素

QQ11××DFDFSPSP
（（※※））

無機無機ようよう素素

QQ11××DFDFSPSP××5/1005/100

無機無機ようよう素素

粒子状粒子状
よう素よう素

（（※※））DFDFSPSP：サプレッションプールの除染係数：サプレッションプールの除染係数

有機よう素生成：

格納容器内に浮遊する無機よう素の３％分発生
（NUREG-1465)

格納容器内で

急速に除去
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

他の評価との比較（原子力規制委員会の評価）

大気中に放出される大気中に放出されるCs137Cs137の放射能量（の放射能量（100TBq100TBq）をベースとしたシナリオレスの評価）をベースとしたシナリオレスの評価※※１１

(2)環境に放出されるよう素よう素割合（炉内内蔵量比）

：3.003.00××1010--44

このうち有機このうち有機ようよう素：素：3.003.00××1010--44のの5%5%

無機無機ようよう素：素：3.003.00××1010--44のの95%95%

として環境中に放出として環境中に放出

以下についてはセシウムと同等と想定

・格納容器内への放出割合（※２）

・格納容器内での除去割合（※３）
※２ NUREG-1465を参照

※３ 原子力規制委員会報告書中には格納容器内での

除去割合について明記されていない

ただし，規制庁報告書中の③環境に放出される

よう素割合からは，格納容器内での除去割合

がよう素とセシウムで同じと判断される

（１）環境に放出されるセシウム１３７セシウム１３７の割合（炉内内蔵量比）
：3.003.00××1010--44

（ 100TBq100TBqに相当するCs137の割合（炉内内蔵量比））

※１ 緊急時の被ばく線量及び防護措置の効果の試算について（案）（原子力規制委員会 平成２６年５月２８日）
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

他の評価との比較（原子力規制委員会の評価）

原子力規制委員会評価手法との比較（放出割合（炉内内蔵量比））原子力規制委員会評価手法との比較（放出割合（炉内内蔵量比））

粒子状よう素

（CsＩ）

無機よう素

（I2）

有機よう素

（CH3I）

よう素

（合計）
セシウム137

7.7×10-6

3×10-4

1.7×10-6

1.5×10-5

2.8×10-7

2.85×10-4

4.7×10-6

（ 2.5 TBq ）

3×10-4

（100 TBq）

5.7×10-6

0

当社の放出量評価
（8ページ ④-1「フィルタ装置へ

の流入量」）

規制委員会評価 ※１

（セシウム137の100TBq放出を仮
想的に想定）

【原子力規制委員会の評価】
・セシウム137が事故シナリオとは関係なく100TBq放出されると想定
・よう素の放出割合はセシウムの放出割合と等しくなると想定（表内の青枠）（※１）

※１ 緊急時の被ばく線量及び防護措置の効果の試算について（案）（原子力規制委員会 平成２６年５月２８日）

【当社評価】
・よう素の放出割合はセシウム137の放出割合と同程度（表内の赤枠）
・当社のよう素放出量評価手法は，よう素とセシウムの放出割合が同程度であるという観点で，
原子力規制委員会の評価手法と同等

※１ NUREG-1465を参照
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

配管破断

④-2環境に放出されるよう素
有機： ＱＱ11××DFDFSP××5/5/100100 ×× 3/1003/100

（③の有機と同量）

粒子状，無機：格納容器内に放出され
たよう素量に比べ少量

LOCA 25時間後ベントケースのよう素放出量評価方法まとめ

②格納容器内除去後

無機： ＱＱ11 ××DFDFSP××5/5/100100
粒子状： ＱＱ11 ××DFDFSP

Ｑ11：MAAPによる評価結果
DFSP：サプレッションプールの除染係数

5/100：NUREG-1465から引用

③有機よう素生成後
有機：ＱＱ11××DFDFSP××5/5/100100 ×× 3/1003/100

無機：Ｑ1×DFDFSP××5/100×97/100
粒子状：Ｑ1××DFDFSP

3/100：NUREG-1465から引用

④-1フィルタ装置に流入するよう素
粒子状よう素：ＱＱ11（（MAAPMAAPによる評価結果）による評価結果）
無機よう素：Ｑ1×5/100×97/100
有機よう素：Ｑ1×DFSP×5/100×3/100
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

LOCA無し18時間後ベントケースのよう素放出量評価方法

④④--22環境に放出されるよう素環境に放出されるよう素
有機：ＱＱ22××5/5/100100××3/1003/100
粒子状，無機：格納容器内に放出

されたよう素量に比べ少量

④-1フィルタ装置に流入するよう素

粒子状：ＱＱ22 （（MAAPMAAPによる評価結果）による評価結果）

無機： Ｑ2×5/100×97/100

有機：Ｑ2×5/100×3/100

③有機よう素生成後
有機：ＱＱ22××5/5/100100××3/1003/100
無機： Ｑ2×5/100×97/100

粒子状：Ｑ2（MAAPによる評価結果）

②格納容器内除去後
無機：Ｑ2×5/100

粒子状：Ｑ2（MAAPによる評価結果）
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

６時間後ベントケースの放射性物質放出量評価方法

シナリオベースでは６時間後ベントは技術的に想定し難いことから、シナリオレスとするシナリオベースでは６時間後ベントは技術的に想定し難いことから、シナリオレスとする

放出量については、２５時間後又は１８時間後ベントケースの放出量をもとに放出開始タイミ放出量については、２５時間後又は１８時間後ベントケースの放出量をもとに放出開始タイミ
ングの違いを考慮し評価ングの違いを考慮し評価

２５時間後又は１８時間後ベントケースの環境への
放出量：Ｑ３

１９時間又は１２時間分の時間減衰を割り戻す

６時間後ベントケースの環境への放出量６時間後ベントケースの環境への放出量

：Ｑ：Ｑ33÷÷(1/2)(1/2)(+(+1919時間又は時間又は1212時間時間//半減期）半減期）

２５時間後又は１８時間後ベントケースとの放出開始タ
イミングの時間差：１９時間（２５時間-６時間）又は１２時
間（１８時間-６時間）
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

８時間後格納容器破損ケースの放射性物質放出量評価方法

福島第一２号機の放出実績ベースに，放出開始タイミングの違いを考慮し放出量を評価福島第一２号機の放出実績ベースに，放出開始タイミングの違いを考慮し放出量を評価

福島第一2号機放出量：Ｑ4
※2

71時間分の時間減衰を割り戻す

出力差を考慮

８時間後格納容器破損ケースの放出量８時間後格納容器破損ケースの放出量

：Ｑ：Ｑ44÷÷(1/2)(1/2)(+(+７１時間７１時間//半減期半減期））

××柏崎刈羽６，７号機出力柏崎刈羽６，７号機出力

／福島第一２号機出力／福島第一２号機出力

福島第一２号機の放出タイミングとの時間差：約７１時間（７９時間※1－８時間）

福島第一２号機出力：２３８０MW   柏崎刈羽６，７号機出力：各３９２６MW

※2 「福島第一原子力発電所事故における放射性物質の

大気中への放出量の推定について（東京電力 平成24年5月）」の値を使用

希ガスについては炉内内蔵量の全量が放出されたものとして評価希ガスについては炉内内蔵量の全量が放出されたものとして評価

※1 福島第一２号機の
放出開始時間
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

各ケースの放射性物質放出量評価方法まとめ

無機・有機よう素の発
生を加算した量

（２５時間後又は１８時
間後ベントにおける放
出量をもとに時間差補
正して算出）

格納容器内に蓄
積されていたも
のについて
ベント後１時間
で全量放出を仮
定

放出継続時間

格納容器内、フィルタ装
置での除去を考慮した量
（２５時間後又は１８時間
後ベントにおける放出量
をもとに時間差補正して
算出）

全量
６時間後
ベント

原子炉建屋
ブローアウトパ
ネル高さ

（開する想定）

格納容器破損のためフィルタ装置での除去は
考慮せず

（福島第一２号機事故における放出量をもとに出
力比補正及び時間差補正して算出）

全量
８時間後
格納容器
破損

全量
１８時間後
ベント フィルタベント

排気口高さ

（原子炉建屋
頂部相当）

無機・有機よう素の発
生を加算した量

（MAAP及び文献値を
組み合わせ算出）

格納容器内、フィルタ装
置での除去を考慮した量
（MAAPに基づき算出）

ほぼ全量※２５時間後
ベント

放出高さよう素セシウム希ガスケース

※：希ガスの一部は炉心にとどまるため、ほぼ全量とした
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

≪参考資料≫設置許可申請ケース
（２５時間後ベントケース）
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（参考資料）基本ケース（大LOCA＋全ECCS機能喪失＋SBO）シナリオの事象進展（１／４）

Ｄ／Ｗスプレイノズル

Ｓ／Ｃスプレイノズル

重大事故対策概要図
（低圧代替注水系）

※１

※２

Ｃ

Ａ Ｂ

※１

※２残留熱除去系ポンプ 残留熱除去系ポンプ

原子炉隔離時冷却水ポンプ

高圧炉心注水系ポンプ

復水移送
ポンプ

給水系
より

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

主タービ
ン系へ

復水貯蔵槽

①大破断LOCA発生
余裕を確保した設計により現
実的には発生しえない。世界
中でこれまでLOCA発生経験
は無いが、無条件に起こった
ものと仮定

③高圧注水失敗
高圧炉心注水系ポンプ×２
原子炉隔離時冷却系ポンプ

適切な保全及び追加安全対策に
より高信頼性を確保しているが、
無条件に故障を仮定

③低圧注水失敗
（残留熱除去系

ポンプ×3）

④低圧注水失敗
残留熱除去系ポンプ×3

適切な保全及び追加安全対策に
より高信頼性を確保しているが、
無条件に故障を仮定

⑤冷却材流出及び無注水に
よりスクラム後0.4時間後から

炉心損傷開始

②全交流動力電源喪失
非常用ディーゼル発電機×3

適切な保全及び追加安全対策によ
り高信頼性を確保しているが、無条
件に故障を仮定

（注）ＬＯＣＡ：原子炉冷却材喪失
ＥＣＣＳ：非常用炉心冷却系
ＳＢＯ：全交流動力電源喪失
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（参考資料）基本ケース（大LOCA＋全ECCS機能喪失＋SBO）シナリオの事象進展（２／４）

Ｄ／Ｗスプレイノズル

Ｓ／Ｃスプレイノズル

重大事故対策概要図
（低圧代替注水系）

※１

※２

Ｃ

Ａ Ｂ

※１

※２残留熱除去系ポンプ 残留熱除去系ポンプ

原子炉隔離時冷却水ポンプ

高圧炉心注水系ポンプ

復水移送
ポンプ

給水系
より

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

主タービ
ン系へ

復水貯蔵槽

⑥事象発生から２時間経過した時点で
ガスタービン発電機による電源供給を
開始し、代替注水系による注水開始
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

Ｄ／Ｗスプレイノズル

重大事故防止設備概要図
（低圧代替注水系＆代替格納容器スプレイ冷却系＆格納容器圧力逃がし装置）

復
水
貯
蔵
槽

Ｂ

残留熱除去系ポンプ

復水移送
ポンプ

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

格納容器圧力逃がし装置
又は代替格納容器圧力逃がし装置

原子炉建屋

※１

排
気
筒

※１

耐圧強化ベント系

主タービン系へ

主蒸気逃がし安全弁

フィルタベント

（参考資料）基本ケース（大LOCA＋全ECCS機能喪失＋SBO）シナリオの事象進展（３／４）

⑦代替格納容器スプレイ冷却系に
よる格納容器スプレイと原子炉注水

の切り替えを繰り返し実施

⑧復水貯蔵槽への補給が
追いつかず保有水が枯渇
してスプレイ停止

（低圧代替注水系＆代替格納容器スプレイ冷却系＆フィルタベント）

⑨格納容器圧力が限界圧力に到達し
た時点（事象発生から約25時間後）で、

フィルタベントによるベントを実施
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（参考資料）基本ケース（大LOCA＋全ECCS機能喪失＋SBO）シナリオの事象進展（４／４）

事故後の時間

①大破断
LOCA発生

②全交流動力電源喪失
外部電源
非常用ディーゼル発電機×３

③高圧注水失敗
高圧炉心注水系ポンプ×２
原子炉隔離時冷却系

④低圧注水失敗
残留熱除去系ポンプ×３

⑤炉心損傷
開始

０時間 約0.4時間後 約２時間後

⑥ガスタービン発電機起動、
代替注水系による注水開始

→炉心冷却

約２５時間後

⑨格納容器圧力が限界圧力
に到達、フィルタベントによる

ベントを実施

⑦代替格納容器スプレイ冷却系に
よる格納容器スプレイと原子炉注水

の切り替えを繰り返し実施

格納容器圧力
上昇継続

格納容器圧力
限界圧力到達

「大ＬＯＣＡ＋全ＥＣＣＳ機能喪失＋SBO」シナリオ（基本ケース）における事
象進展のイメージ

⑧復水貯蔵槽への補給が
追いつかず保有水が枯渇
してスプレイ停止
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

≪参考資料≫新潟県要望ケース
（１８時間後ベントケース）
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

Ｄ／Ｗスプレイノズル

Ｓ／Ｃスプレイノズル

重大事故対策概要図
（低圧代替注水系＆急速減圧）

※１

※２

Ｃ

Ａ Ｂ

※１

※２残留熱除去系ポンプ 残留熱除去系ポンプ

原子炉隔離時冷却水ポンプ

高圧炉心注水系ポンプ

復水移送
ポンプ

給水系
より

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

主タービン系へ

主蒸気逃がし安全弁

復水貯蔵槽

（参考資料）新潟県ご要望（ＴＱＵＶ＋消防車炉注水失敗）シナリオの事象進展（１／４）

①給水喪失の発生
適切な保全により高信頼
性を確保しているが、無条
件に故障を仮定

②高圧注水失敗（HPCF×2＆RCIC）
適切な保全及び追加安全対策により高信頼性
を確保しているが、無条件に故障を仮定

③低圧注水失敗
（LPFL×3）

適切な保全及び追
加安全対策により
高信頼性を確保し
ているが、無条件
に故障を仮定

⑤無注水により事象発生後
約１時間後に炉心損傷開始

④復水移送ポンプによる低圧注水失敗
（基本ケース相当ではこれらのＤＥＣ対
策設備は機能する）

適切な保全及び追加安全対策により高信頼
性を確保しているが、無条件に故障を仮定

※実際には復水移送ポンプはECCSと共倒れせず機能す
るため、炉心は冠水し炉心損傷しない（基本ケース相当）
が、ここでは無条件に機能喪失を仮定

（注）ＴＱＵＶ：高圧・低圧注水機能喪失
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

※１

※２

Ｃ

Ａ Ｂ

※１

※２残留熱除去系ポンプ 残留熱除去系ポンプ

原子炉隔離時冷却水ポンプ

高圧炉心注水系ポンプ

復水移送
ポンプ

給水系
より

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

主タービン
系へ

復水貯蔵槽

⑦事象発生後４時間後より
消防車による下部D/W注水を開始

⑧炉心注水失敗
により炉心溶融

が進行

⑥炉心注水の失敗を仮
定（注入弁開不可等）
現場手動操作により注水
弁は開可能だが、無条件

に開不可を仮定

※電源車による復水移送ポンプの復旧も可能（応用ケース相
当）だが、ここでは無条件に考慮していない

※ 実力としては保守的に評価しても４時間後から炉心
注水することでRPV破損に至らない（応用ケース相
当）が、無条件に炉心注水不可と仮定

（参考資料）新潟県ご要望（ＴＱＵＶ＋消防車炉注水失敗）シナリオの事象進展（２／４）

（注）D/W：ドライウェル
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

※１

※２

Ｃ

Ａ Ｂ

※１

※２残留熱除去系ポンプ 残留熱除去系ポンプ

原子炉隔離時冷却水ポンプ

高圧炉心注水系ポンプ

復水移送
ポンプ

給水系
より

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

主タービン
系へ

復水貯蔵槽

⑨事象発生後６時間後より
消防車によるD/Wスプレイを開始

⑩約８時間後に
RPVが破損し、下
部D/Wへ溶融燃料

が全量落下

※ 仮に６時間後から炉心注水したとしてもRPV破損に
至らない（感度解析ケース相当）が、無条件に炉心注
水不可と仮定

※電源車による復水移送ポンプの復旧も可能（感度解析ケース
相当）だが、ここでは無条件に考慮していない

（参考資料）新潟県ご要望（ＴＱＵＶ＋消防車炉注水失敗）シナリオの事象進展（３／４）

（注）RPV：原子炉圧力容器
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

Ａ

残留熱除去系ポンプ

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

原子炉建屋

※１

排
気
筒

※１

耐圧強化ベント系

主タービン系へ

主蒸気逃がし安全弁

格納容器圧力逃がし装置
又は代替格納容器圧力逃が
し装置

重大事故防止設備概要図
（フィルタベント＆格納容器冷却系＆代替原子炉補機冷却

フィルタベント

⑪格納容器圧力が限界圧力に到達し
た時点（事象発生から約１８時間後）で

フィルタベントによるベントを実施

※ 消防車で炉心注水することで
RPV破損を防止していれば、ベン
トに至る時間を遅らせることが可
能（応用ケース相当）
さらに、電源車で復水移送ポンプ
を復旧していても、ベントに至る時
間を遅らせることが可能（感度解
析ケース相当）

（参考資料）新潟県ご要望（ＴＱＵＶ＋消防車炉注水失敗）シナリオの事象進展（４／４）
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